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1969年以降4年 間にわた って 自然牧野の草地生産力 を診断 し、問題点の整理 を行 った。
(1)航空写:真を用 いて牧野 の予察 を行 った結果、総面積の65%が 天然広葉樹の純林であり、残 りがアカ
マツとの混交林であることが判明した。 現地踏査では樹種別の蓄材積が ミズナ ラ50%、 シラカバ14
%、 アカマツ10%の 順で あ り、 ブナが稀少樹になる短期輪伐が行われてきた林分であることを確認した6
(2)短期輪伐の下で ミズナラ ・ブナクラスの極相に向 う林相は次の5タ イプに分け られた。最優占する林
分は総面積の65%を 占めて下草が雑草一ササ又はササ純生型 であ る天然広葉樹20～30年 生桃 次 、
が面積の20%を 占め、下草が短草一雑草であるアカマ ツ疎桃 さ らに伐採1～2年 林か ら5冨6年 生
林の11%、60年 生林 の2%等 である(第3表)。
(3)林床飼料草の生産量は伐採後の林齢に左右された。可食草量は伐採1～2年 生型が有望で、林齢が進
むに従って減少し、林内の暗さが最大になる20～30年 生林で最少の草量を示 した。最大の収穫量は
シバ草原で得られた。 このためシバ地を除く樹冠が閉鎖 した天然林は間伐す るか、伐採して1～3年 生





(5)全放牧期間 を通 じて成畜1頭 が約14haの 広大な面積 を必要 とす ること、またha当 た りの牧養 力
は7～9カ ウデー、体重生産量5.5Kg、子牛DGO。7Kg等の天然牧 野放牧の実態が明 らかにな った。 こ
のことに よって合理的な草地開発、 とくに牧草地 ・野草地お よび林地 を組合せて利用す ることによ り、



















② 草生林の草種選定 と肥 培
σり ひ陰が強まると8種 混播の草種構成が経年的に変化 した。 特徴的にはorの比率が高ま り、Peが
低下 した。 この傾向は春に顕 著であるが、秋にはPeが 回復 しorに次 ぐ重要な構成種にな った(第
4図)。 草生林造成には、放牧 草の絶体量確保のためorを 基幹 とし、 秋の草量維持にはPeとCP、
経年 草生保持 と ミネ ラルバ ランスのため、これにKbとWcを 加 える必要がある と結論 した。
④ 草生林では落葉落枝を介す る物質循還がある。25%ひ 陰区で の落葉量はa当 た り13Kg～18
Kgであって、N,珪0、Caoな どの成分還元が期待で きた(第9表)。 この他、落枝、林内雨、
樹幹流 か らの供給が ある一力で草 生の違い も加わ り、林内土壌はひ陰 が高 まるとCao、Mgo、
K20の蓄積が進んだ(第10表)。 林内草は特にK20を 過剰吸収 し、Mg吸 収は阻まれ るので、
春にはK20を含めない追肥 設計が必要である。
一316一
2.野 草 地 ・牧 草 地 ・天 然 林 の組 合 せ に よ る牧野 改 良
これまでの実態調査と個別素材研究の結果から、牧養力と家畜生産性の向上 を実証するため、牧草地













改善され難いタイプ(伐採7～8年 密林)な どがあることが明らかにな った(第6図)。 したがっ
て、野草類の嗜好性については二つの評価法、アメリカ国有林が採用している植物群落に占める構
成割合によって相対的に変動するとの見方と本質的に嗜好度が異なる草種又は植生タイプがあると
す る双方を組合せて考 えるべきことを論 じた。
㊥ 第三の利点 は牧草 と野草 を混食 させることで、NPKは 主に牧草か ら、Ca、Mgは 野草か ら補給
される相互補完が見込 まれたこ とである(第.12表)。 これに よって、授乳中の母牛の血清Mgレ











ω 黒球温度計で測定 した牧野樹林帯の日中ひ陰効果は、林縁から10皿内部に入 った程度では十分
でなか った。 しかし20皿地点では輻射熱や対流の影響が減少 し、涼 しさが増ナことが確認された
(第8図)。 このためひ陰林帯の構造は両サイ ドからの温熱影響を防 ぐため、40鵬 以上の幅員が
必要である。





(カ4放 牧 シーズ ンを通 じて、成牛1頭 が用いた面積は牧 草地0.32、樹林地 を含む野草地1.25、合
計1.57haであ った。 また,牧 区の牧草地割合 と入牧カ ウデーの間 にはY昌46.41十2.62x(x
ロ牧草地割合)の 関係が得 られた(第11図)。 このことから、70～80頭 のま き牛群 を対象に
して、 草地率25%の 牧野整備 を行 う場合は概ね100haめ土地が必要 と計算 される。
④ 植生タイ プ別野草地の放牧費用 は伐採地(1～2年 生林)<シ バ地 くササ地く壮 齢林地の順に安
か った。 この試算によると植生タイ プの組合せ を、伐採地型野草地4～5、 牧 草地 、2～3、樹林地
3割とすれば、現 行の1頭1日 当た り200円以内の放牧料 金 が維持できるこ とを論 じた(第12図)。
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草 地 造 成 牽









































































































































































































林 内 気 温
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植 生 タ イ プ 別
林 相 植 生 タ イ プ
面 積 比 率
んα %
あ か ま つ 疎 林 短 草 一 雑 草 137.4 20.o
伐 採2年 林 雑 草 一 萌 芽 26.7 4.0
伐 採1年 林 か ん 木 一 す げ 10.7 1.6
伐 採4～5年 林 萌 一 か ん 一 雑 33.2 4.9
天 広60年 林 雑 草 11.5 1.7
天 広20～30年 林 さ さ 一 し だ 一 雑 10.4 1.6
伐 採8～9年 林 萌 芽 一 雑 草 6.3 0.9
天 広20～30年 林 雑 草 一 さ さ 443.8 65.2
合 計 680.0 100
第4表 草地の牧養結果
推定利用総面積 入牧実家畜単位 1肋 当 り入 牧











推定利用総面積 総 体 重 生 産
皿
1肋当り体重生産 要
100忽 生 産 に












調 査 頭 数 入 牧 体 重 退 牧 体 重
一
1日当 り増体重
a ♀ a ♀ a ♀ a ♀ a s









2才 牛 16 一一 209.5 274.3 64.8 0,582
当 才 牛 19 20 78.2 71.4 159.5 145.4 81.3 74.0 0,724 o.ss2
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第7表 ひ陰度と無機成分 オーチャードゲラス全期平均
ひ陰度 1976 is77 1978 平 均










































































10年生林(南北平均) 30年 生 林 50年 生 林 平 均



































































































乾物 収量 59.638.826.160.142.928.465.437.326.6 9.0 61.239.727.2
5年目/1年
.目収量比%









1.560.30 0.57 1.98 0.54
is.z 0.24 0.05 0.09 o.ai o.os




1.600.24 0.65 2.50 0.45
10.0 o.is o.02 0.07 o.25 0.05




1.56 o.22 0.71 2.53 0.34
13.4 0.Zl 0.03 o.io 0.34 0.05
50 20.7 0.32 0.05 0.15 0.52 0.07
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第 雪0表 放牧4年 目放牧区の土壌の化学性1977
項 目 PH 置換性塩基郷望/1009 有効りん酸
区 ひ
分 陰度 日位 CH20) CaO MgO K20
MgO/KP
冊望
0^一5 5.82 397.5 46.8 38.5 1.64 3.63
o
5～10 5.61 126.3 20.3 12.5 1.62 1.白8
放
0^一5 6.23 505.0 63.0 39.3 1.60 6.10
25
5～10 5.72 150.0 22.8 20.0 1.14 2.16
牧
0^一5 5.94 540.0 64.3 49.0 1.31 6.32
50
5^一10 5.78 210.7 29.9 32.5 0.92 2.42
区
0^一5 6.00 480.8 58.0 38.9 1.49 5.35
平 均
5～10 5.70 isz.s 24.3 21.7 1.12 2.19
(10年生 と30年生林 の平均)
第11表 牧養型別可食野草量の推移8月 下旬 幻/10a
牧 養 型 区分
年 次 別 生 草 収 量 緬 同 増 減 比%












































































































オ ー チ ャ ー ド グ ラ ス 草 本 類 木 本 類
春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏
N 4.29土0.793.11fO.552.55fO.524.23f1.001.33fO.501.25fO.624.68±1ユ1158士0.52
乾
P 0.35tO.02.36tO.030.32fO.04.37±0.13 0.14fO.04.13fO.05.44±0.15 0.14fO.04
物 K 4.14土0.49 5.11fO.284,67±0ユ63.55f1.25.38tO.862.0911.082.14f1.061.68土0,58




乾 Cu 7β1士0.605.76tO.604.43fO.5617.64f6.706.24土3.125.18士2.55 20.74土7.835.69f2.04
物 Fe85.8f12.788.Ot17.394.5f10.5303.0]93.0207.4f1404313.9f211.261.6f54.7140.Ot62.5
P
P Mn 67.8土12.5 75.3f15.421.28t3.2130.4f87.864.6f29.6124.2f68.315 .2f85.3116.8土58.4
M Zn 19.2土1.0 27.3t2.255.0土10.3 46.9±15.1 31.4f13.733.4t14.367.9f48.341n士37.2
第13表 野革+牧草地放牧牛の血清ミネラルの変動.(6頭) 1977年
ミネラル値 入 牧 時
5.27 6.3 6.10 6.20 7.12 8.18 9.12 9.19 9.26
Mgmg/認 2.ユ2 1.92 2.28 2.35 2.40 2.68 2.61 2.72 2.4ユ
Camg/認 9.22 9.87 9.33 9.72 9.72 9.30 9.92 9.80 9.92
KmEg/2 4.56 4.80 4.50 5.42 4.79 4.83 4.79 6.24 6.06
NamEg/Z 137 133 133 132 130 133 137 135 133
i
Pmg/認 7.10 4.24 4.83 5.06 5.70 6.09 6.23 4.39 6.26
Cumg/ゴ6 53.2 88.a 91.2 90.3 74.7 78.7 95.0 55.3 57.8
供 試 牛 頭 数 6 6 6 6 6 5 5 5 5
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審 査 結 果 の 要 旨
東北地方の気候的極相は落葉広葉樹林であ り,慣行的にこれらの樹林に家畜が放牧され,そ れ







林 ・環境保全林の立地配置を決定 し得 ること等を明らかにした。これらの結果から,野草地 ・牧
草地 ・天然林を合理的に組合せた大規模な実証試験を長期にわたって実施 し,家畜の生産性と牧
養力を慣行方式と比較 して格段に向上せしめ,上述 した考察の妥当性を立証した。これらの成果
は,この分野における放牧地植生の多様性と安定性ならびに生産性との関連について興味深い学
問的事実を提示したばか りでな く,天然資源の家畜による有効利用という実際的技術の構築にも
貢献する点が大きく,審査員一同は著者に農学博士の学位を授与するに値するものと認定した。
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